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薬 検 花 子 Ａ－２
（解答一例）

（１）複数の炭素原子が結合しているカルボン酸を脂肪酸とよび、

脂質をつくっている成分である。そのうち炭素－炭素の２重結合

（不飽和結合）を含む脂肪酸を不飽和脂肪酸とよび、２重結合を

複数持つ不飽和脂肪酸を多価不飽和脂肪酸と呼んでいる。

（２）多価不飽和脂肪酸は高度不飽和脂肪酸ともいい、主に植物

油や魚に多く含まれている。なお脂肪酸には、体内で合成できる

ものと ,体内では合成できないものとがあり、合成できないもの

を必須脂肪酸とよんでいるが、この必須脂肪酸もこの多価不飽和

脂肪酸の仲間である。

（３）脂肪酸の分子構造において、２重結合（不飽和結合）の位

置がどこにあるのか、その位置によってα－リノレン酸やＤＨＡ

（ドコサヘキサエン酸）などのω（オメガ）３系、リノール酸や

アラキドン酸などのω（オメガ）６系などに分けられる。

（４）ω（オメガ）３系の脂肪酸は、青魚に多く含まれるほか、

エゴマ油や亜麻仁油に多く含まれる。ω３系の脂肪酸の摂取によ

り、心臓血管疾患による死亡リスクを下げることができる。

（５）ω（オメガ）６系の脂肪酸は、大豆油、コーン油、サフラ
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ワー油などに多く含まれる。ω６系の脂肪酸の摂取により、血中

コレステロールを低下させたり（リノール酸）、認知機能を改善

する効果（アラキドン酸）が報告されている。
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